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ある。各地点から出土して るが、なかでも附属礼拝堂、内陣、 南翼廊第七室からは比較的まとまって出土している。したがって、全体の概要を示 た後、上記の三地点から出土した動物遺存体を中心に考察をおこなう。
一．分析資料　
分析資料は、発掘中に取り上げた資料と、遺跡内の土壌





































































壌を一ミリメッシュのふるいにかけることで発見された資料がある（以下ふ い資料） 。遺跡から出土する遺物の中には、肉眼では発見す ことが困難な小さなものが含まれている可能性がある。通常の発掘作業では、小さな遺 は見逃されてしまう場合が多 が、ふるいを使用することでそれらを取り上げることができる。ただ 、














































れる破片が出土している。 端部の癒合 いない若い個体が比較的多く出土している。また、種同定できなかった破片の中には ヒツジ／ヤギサイズ ものが多く含まれている。
 
特記すべき点として、附属礼拝堂から出土したヤギの
写真 1 大型哺乳類 
1～3ウシ（遊離歯、中足骨、大腿骨）、4・6イノシシ／ブタ（下顎骨、第二中手骨）、5・7






















































1 ～ 3 ウシ（遊離歯、中足骨、大腿骨）、4・6 イノシシ／ブタ（下顎骨、第二中手骨）、























































1 頭蓋骨、2 ～ 5 下顎骨、6・7 上腕骨、8・9 尺骨、10 橈骨、11 仙骨、12 胸椎、



















































写真５ リクガメ科甲板 写真 5　リクガメ科甲板







された、高さ四〇～五〇㎝、長さ一九〇～二〇〇㎝、幅二九五㎝の構造物（Ｔ５）から出土したものである。ネズミ科とリクガメ科が非常に多く出土している点が特徴である。ネズミ科は破片点数で一六二点 最小個体数でも二三個体と非常に多い。リクガメ科は甲板が多く、上腕骨と寛骨が数点出土している。他の地点と比べて多量のネズミ科が出土しているこ については、採集方法の違いによるものと考えられ ただし、他 地 におい 土壌の一部をふるいにかけたところ、採集された骨は少なく、採集方法のみによる影響とは考えにくい。むしろ、第七室 おい例外的に多量 含まれ た可能性が高いと言える。こ点に関しては第五項で詳しく触れる。鳥類は スズ 目ような小さな個体が多い。こ らもふ 資料から見つかったものである。　
以上が出土地点別の様相である。いずれの地点でもヒツ











る動物が少なくとも何個体存在するかを示したものであるが、個体数の算定に有効な部位が少なかっ ため、算出された も少なかった。そのため、最小個体数は参考までに記載しているが、主に破片点数 基づいて検討をおこなう。
 
附属礼拝堂では計三九点同定した。破片点数ではウシ
が多い。左の後肢に偏り あるこ から、交連状態で捨てられた可能性が 。ヒツジ／ヤギは、点数ではウシよりも少な が、同定できなかった のの中にヒツジ／ヤギサイズの大腿骨や肋骨の破片 り、実際にはヒツジ／ヤギの方が多いと考えられる 鳥類はキジ科 似た特徴をもつもの 出土している。
 
内陣では計八五点同定した。今回の調査でヒツジ／ヤ



























ヒツジ／ヤギ 9 25 6 2 2 2
ウシ 10 4 0 1 1 0
イノシシ／ブタ 1 0 2 1 0 1
ネズミ科 0 13 162 0 2 23
不明哺乳類 13 31 14 0 2 0
鳥類 5 10 24 2 3 6
リクガメ科 1 2 74 1 1 2
カエル目 0 0 2 0 0 1









面付近から出土したものが多い。これらの動物遺存体は、聖堂が使用されていた時期に捨てられたとは考えにくいため、放棄された後のものと考えられる しかしながら、聖堂という通常の生活空間とは異なる特殊な場所から の骨が出土していることは非常に興味深い。 こ らの中には、解体痕など明確な痕跡を有するものは少ないも の、人為的に持ち込まれたものである可能性が高い。　
大型哺乳類のうち、最も多く出土したのはヒツジ／ヤギ
であり、同定ができなかった破片の中に ヒツジ／ヤギと思われる骨が数多く含 ている。最小個体数でもウシ・イノシシ／ブタを上回っており、ヒツジ／ヤギが利用の中心であったことは容易に想像がつく。また、大型哺乳類いずれも若い個体に偏りが見られる。野生動物であ ば、年齢構成は若齢から老齢まで幅広く する場合が多い。このような点からも、自然死した動物 偶然聖堂内に埋まったのではなく、家畜として飼われていた動物が人為的に持ち込まれ、廃棄されたものであることが推測でき 。出土数の多いヒツジ／ヤギで見る 、頭部から手足の先まで出土しており、特定の部位を選択して持ち込んだわけで







点と比べて特異な様相であ こ はすでに指摘 。 当初、この構造物は家族墓と想定された 、人骨は全く検出されず、青銅製のピンセットが一点のみ見つかっ いる。しかしながら、浦野報告で指摘されているように、人骨が別の場所に移された可能性も否定できない。　
動物遺存体からＴ５の用途を明らかにすることは困難で
あるが、少なくとも埋没直前の状態を推測することは可能である。出土 たネズミ科には、全身の骨格部位が多数含
－  36（  －－  365  －
トロス司教座聖堂から出土した動物遺存体（松崎）





































































































胸骨、12 肩甲骨、13、上腕骨、14、橈骨、15 尺骨、16 手根骨、17 中手骨、18 基節骨、




1 頭蓋骨、2 下顎骨、3 環椎、4 軸椎、5 頸椎、6 胸椎、7 腰椎、8 仙骨、9 尾椎、
10 肋骨、11 胸骨、12 肩甲骨、13 上腕骨、14 橈骨、15 尺骨、16 手根骨、17 中手骨、
18 基節骨、19 中節骨、20 末節骨、21 寛骨、22 大腿骨、23 膝蓋骨、24 脛骨、
25 踵骨、26 距骨、27 足根骨、28 中足骨、29 基節骨、30 中節骨、31 末節骨
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Basilica Excavation Report, Tlos 2014: Faunal remains
MATSUZAKI, Tetsuya
During the excavation of the Basilica at Tlos in 2014, we found ani-
mal bones. Animals that identified are as shown below.
Mammals: sheep, goat, cattle, mouse and wild or domestic pig.
Birds: Phasianidae (like pheasant, chicken) and Passeriformes.
Reptiles: tortoise and snake.
Amphibia: frog.
In chancel, most of these bones are young sheep/goats. It is difficult 
to determine whether these domestic animals were eaten or sacrificed, 
but what is important is that the animal bones were excavated from 
chancel. These bones were thrown away by people.
On the other hand, a lot of mouse bones were found in T5 (room7). 
It is likely that this area was a nest of mouse after the Basilica was 
abandoned. 
